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内容：

流体流れにおいて，乱流や層流乱流遷移は自然界や工業
機器内においてよく見られる現象であるが，その詳細はいま
だ明らかになったとは言い難い．そこで本研究では特に層流
から乱流への遷移現象に重点を当てて，層流内に強制的な
遷移を発生させて，遷移現象のメカニズムを実験的に調べて
いる．

図１に示したものは主な実験装置である．(a)は平板層流境
界層内に３次元突起を横一列に並べた突起列である．個々
の突起の下流には，くさび形の乱流領域が発生する．(b)で
は円管層流境界層内に，半径方向に間欠噴流を周期的に
噴出し，孤立した乱流塊が発生して下流に移動する間に成
長する．(c)では長方形ノズル出口に，流れに垂直に振動す
る板を上下に設置して，噴流と周囲静止空気間の混合層の
乱流遷移を促進する．

また乱流遷移過程を定量的に表示する新しい測度を開発
している．そこでは乱流中で諸量が不規則に変化することに
注目し，速度変化の複雑さを，コルモゴロフ複雑度やシャノン
エントロピーを用いて解析している．図２に，コルモゴロフ複
雑度解析の模式図を示す．

(a) 平板上の突起列

(b)円管の噴流挿入部

(c)混合層出口振動板 図１ 本研究で使用する風洞

図２ コルモゴロフ複雑度解析の模式図
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